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二つ記されている。また三行目には残画二文字分が認められた。一文字目の残画は、漢字のつくりの「阝」 、二文字目の残画は漢字のつくりの「甫」であると思われるが いずれも元の文字は比定できなかっ 。　
ｒ面の記載が「火長」で始まり「已上十人同火」で結ば





































































































































































































































つの地名を組み合わせたも であろう。しかし一点の文書について出土地が二つある は不可思議なので、あるいはこれはこの両地点の 間地帯のどこかという意味 あろうか。その詳細は、探検記録などを精査する必要があり後考を俟ちたい。　
Ｃｈ一二五六のｒ面は、唐復原軍防令の十人一火の制や、
それに関連する火長の存在 さらには末尾にその統計記載































④唐天寶年間 （七四七～七五六） 交河郡籍 （Ｃｈ五〇ｖ）⑤唐天寶年間交河郡蒲昌縣（？）籍（Ｃｈ一〇三四）⑥唐至徳二載 （七五七） （？） 交河郡戸口損益帳 ？） （Ｃ
ｈ一四五五）
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州時代には、戸籍等の公的文書の清書を取り扱うような行政官は、中国で漢字習得訓練を受けた漢民族が多数を占めていたものと推測されるが、西域に居住する一般のウイグル族の人々 漢字を用いている。周知のごとく、彼ら 漢字習得が未熟であったことは、トゥルファン出土 文文書の書体から容易にうかがう ができる。Ｃｈ一二五六ｒ面を記した人物は西域に居住していたウイグ 族の人物、ｖ面を記した人物は漢民族 人物の可能性 高かろう。　
以上、原本調査によって、比較史料と当該文書の料紙の
質感あるいは書体には優劣があること 確認 た。この優劣の相違は、文 の性格を知る上 大きな手掛かりになると思われる。当該 書 詳しい性格 ついては、章をあ
















































































































































人名が記され、 改行後の二行目は、 「火長」から二字下げて、人名のみ ている。下端部が欠損しているため、この木簡に人名を記載された総人数は不明である。また裏面には、判読不明の年と「三月九日」という月日が記されている。この記載様式は、第一六号木簡とほぼ同じで、おそらく欠損した下端部にも人名が列挙され、火の構成員名が記されていたも と推定される。　
このように第一六号木簡と第一〇六号木簡は、 「火」の
構成員について記され 内容と が 裏面の日付の記載を除き、Ｃｈ一二五六ｒ面と類似してい　
鐘江宏之は、秋田城跡 五四次調査出土第一 簡の









































































































第一〇五号木簡は、 「直事」の上には、 「 文字があっ
たことが予想され、合計数が三人、 「火長」と、その下に



























































名簿を二通作成することが規定されている。第一六号木の書式では、火長と構成員名、日付の記載のみの め、歴名簿 ような公的文書や、その手実とも考え難い。記された内容から推測すると、第一六号木簡は、上番した兵士名を書き留めたメモの類の可能性もあるように思わ る。秋田城には、東国各地から多数の兵士が集結していたため、






上番する兵士は、幾度も交替を繰り返していたものと思われる。こうした兵士を日々管理するには、その都度、一つの火に所属する個々の兵士名を確認 必要があっただろう。そのために木簡が使用されたのではないか。こうし木簡に記載された兵士名は、公的文書 手実の作成が終われば、現用を終え め、その木簡は、幾度も再利用されていたのではないか。こう ことで 秋田城 、多数の兵士を個々に確実に把握していた だろう。　
このように秋田城では、兵士の最小構成単位である火の

















しほかにも最下端には半月状 小 な穿孔状の破れがあり、また、左端部に 、料紙がちぎれた際にできたような小さな孔がみられたため、ａ点・ｂ点についても、必ずしも人為的穿 とは断定できなかった。ただし、人為的穿孔であるならば そこに糸などを通して、短冊状にして複数の文書をカードのようにまとめて管理 た痕跡である可能性がある。　
日本で出土する木簡には、このように上、下、あるいは
上下ともに穿孔を有する木簡の事例が数多く認められている。馬場基は、二条大路出土鼠等進上木簡の穿孔について観察した結果、ある時期に事務処理が変化し、進上状を帳





























































































火の構成員全員の名を記載し終えて、かつそ 合計数も記載していて、この かで内容が完結し いることが特徴的であるが、さらに細かく見れば、こ ｒ面中の文字配置が、この短冊状の料紙に合わせて、計算されたように、内容がきちんと紙面の内にうまく収められ いる ともあわせて指摘できる。この点も、日本の秋田城跡第五四次調査出土第一六号木簡 共通する重要な特徴であろう。　
片やトゥルファン、片や日本と、地域は大きく異なるも










比較的粗悪な料紙であったために、メモ書きなどに二次使用されたものの一つが、Ｃｈ一二五六ｒ面である。また、トゥルファン地域では多数の兵士が集まっており、それら個々の兵士を管理をするためには多くの料紙が必要であった。一時的な管理のため メモなら材質の良い料紙を使用する必要はないし、そもそもそれは不可能であろう。大量に使用されることを前提に、あらかじ 粗悪 、かつ片面をすでに使用済み 紙がメモ用に保管されていたと考えられる。またＣｈ一二五六ｒ面のような場合 、ちょうど火の最小単位の十人一火編成一単位を記すことができるように、料紙の幅を決めて、 つ 背文書から何枚もの短冊状の料紙をあらかじめ作成してあったのではないか。Ｃｈ一二五六ｒ面の文字配置が、短冊状の料 に合わせて、内容が紙面にきちんと収まるようになっているのも、こうしたことを前提 すれば理解しや い。日本 秋田城うに、トゥルファン地域にも、多数の府兵
（衛士）
が集結
していたと思われ、紙背文書を短冊状 加工し 料紙は、何枚も必要であったに違いない。こうして多数の府兵を火一単位ごとに個別に管理していたのだ 思われる。　
紙と木という材質の違いはあるものの、Ｃｈ一二五六ｒ
























政府から見て境界地域に置かれた軍事基 の最前線 いて、末端兵士の管理体制が同じようなシステムであった可能性が知られるのは興味深い。あるいはこのような軍事的緊張感にあふれた地域においてだからこそ、律令法 受容が徹底していたのかもしれない。　
本稿ではこれまでの比較研究に、その新しい素材として
一例を追加したにすぎない。また推測に推測 重ねた可能性の つでしかないことも自覚している。またｖ面につい








































































も収 された。これらの成果を踏まえて小口雅史がデジタル目録「在ベルリン吐魯番出土漢文世俗文書総合目録」 （下、小口目 する）を構築中である（
http://aterui.




























初探二編』 （武漢大学出版社、一九九〇年。後に唐長孺文集『山居存稿三編』 〈中華書局〉に再録） 、菊池英夫「新出吐魯番唐代軍制関係文書試釈―「開元三年四月西州営諸隊火別請受馬料帳」について―」 （ 『北海道大学文学部紀要』二七―一、 一九七九年） 、氣賀澤保規「唐代西州における府兵制の展開と府兵兵士 （ 『東洋史研究』五六―三、 一九九七年。同『府兵制の研究―府兵兵士とその社会』 〈汲古書院一九九九年〉に再録） ・同「唐の吐魯番（西州）支配と府兵制」 『府兵制の研究―府兵兵士とそ 社会 （同前） ・同「唐代西州府兵制再論―西州「衛士」の位置づけをめぐって―」（土肥義和編『敦煌・吐魯番出土漢文文書の新研究』 〈東洋文庫、二〇〇九年〉 ）他。菊池が右掲の論文で詳細に検討した「開元三年 営名籍」 （ＴＡＭ
（0（号墓出土）中には、Ｃ
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一四、 一九九二年。後に同『日本古代都城の研究』 〈柏書房、一九九七年〉に再録） 。
（
（（）  『秋田城跡調査事務所研究紀要』Ⅱ秋田城出土文字資料集Ⅱ（秋田市教育委員会・秋田城跡調査事務所、一九九二年） 。
（
（（）  








































東アジア新古文書学の創造的研究」 （平成二十四年度～平成二十六年度科学研究費補助金（基盤研究 Ｂ）海外調査） ） 。前回の科研については前掲註（６）参照。
〔附記〕本稿は、平成二十四年度～平成二十六年度科学研究費
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